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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、統合失調症と気分障害における社会的認知の障害の病態を、非侵襲的で時間分解

能に優れた脳機能画像検査である光トポグラフィ装置（near-infrared spectroscopy NIRS）を

用いることで、脳機能の動態の観点から明らかにし、その客観的な評価指標を確立することを

目的とする。 
本研究では会話課題など社会認知機能を使用すると推測される課題をもちい、健常者および

統合失調症等の精神疾患患者について NIRS で得られた脳賦活反応性を検討した。その結果、そ
れぞれの群に特徴的な脳賦活反応性を認め、NIRS が精神疾患における社会的認知障害の脳基盤
の検討に有用であることが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
An experimental setting has been successfully established to reveal characteristics of 
social cognition dysfunction as a clinical examination during a face-to-face conversation 
task of two subjects using near-infrared spectroscopy (NIRS) owing to its high time 
resolution and noninvasiveness. Employing the established setting, brain substrates of 
social cognition were investigated in 8 patients with schizophrenia, 10 patients with 
major depressive disorder, 10 patients with bipolar disorder, and 10 healthy subjects. 
All the four groups demonstrated overall frontal activations during the task in the 
decreasing order of the control, schizophrenia, depression, and bipolar groups, and its 
fluctuation during the speaking vs. listening periods was also observed in the decreasing 
order of the control, depression, bipolar and schizophrenia groups. These results suggest 
possible availability of NIRS examination just during interpersonal activities for the 
objective assessment of social cognition deficits in psychiatric disorders. 
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１．研究開始当初の背景 

統合失調症や気分障害において、日常生活
や社会生活における患者の機能レベルが臨
床症状とは必ずしも直接には関連せず、物を
対象とした認知機能障害や人を対象とした
社会的認知障害との関連が密接であること
が明らかになってきている。 

このうちとくに社会的認知障害は、従来用
いられてきている PET・SPECT・fMRI などの
拘束性が高い脳機能検査法では自然な状況
での検査が難しいため、その脳基盤の研究は
必ずしも十分には行われていない。この点で、
拘束性が低くしかも時間分解能に優れた
NIRS は、社会的認知障害の脳病態をより自然
な状況で検査するために適した方法論であ
る。NIRS は、世界的にみても日本での研究が
活発で先行している検査モダリティであり、
それらを利用して精神疾患における社会的
認知障害の脳基盤を検討することで、これま
でに得られていない所見を明らかにできる
ことが期待できる。 

 
２．研究の目的 

本研究は、気分障害と統合失調症における
社会的認知の障害の病態を、非侵襲的で時間
分解能に優れた脳機能画像検査である光ト
ポ グ ラ フ ィ 装 置 （ near-infrared 
spectroscopy NIRS）を用いることで、脳機
能の動態の観点から明らかにし、その客観的
な評価指標を確立することを目的とする 

 
３．研究の方法 
 健常者 10 名、統合失調症の患者 8名、大
うつ病性障害の患者 10 名、双極性障害の患
者 10 名を対象として NIRS 検査を実施し、そ
れぞれの群の酸素化ヘモグロビン濃度変化
の加算平均波形の特徴について検討した。 
 装置は日立メディコ社製 ETG-4000 をもち
い、会話課題中の前頭部、側頭部の計 52ch
について、酸素化ヘモグロビン濃度変化、脱
酸素化ヘモグロビン濃度変化、総ヘモグロビ
ン濃度変化を測定した。 
 
４．研究成果 

各群について、全 52ch で酸素化ヘモグロ
ビン濃度変化、脱酸素化ヘモグロビン濃度変
化、総ヘモグロビン濃度変化が得られた。そ
れぞれの群の加算平均波形を示す（図１～図
4）。赤色の線は酸素化ヘモグロビン濃度、青

色の線は脱酸素化ヘモグロビン濃度、緑色の
線は総ヘモグロビン濃度をあらわしている。 
 その中で、各群の酸素化ヘモグロビン濃度
の加算平均波形を比較（図５）して、特徴を
検討した。 
図１ 健常者 10 名のヘモグロビン濃度変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 統合失調症患者 8名のヘモグロビン 
   濃度変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図３ 大うつ病性障害患者 10 名のヘモグロ 
   ビン濃度変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図４ 双極性障害患者 10 名のヘモグロビン 
   濃度変化 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５ 酸素化ヘモグロビン濃度変化 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

各群の酸素化ヘモグロビン濃度変化を比
較したところ、前頭極では健常群に比較し、
患者群ではいずれも賦活が低下しており、さ
らに患者群内で比較してみると、統合失調症
＞大うつ病性障害＞双極性障害の順に賦活
が小さくなっている印象があった。 

また、両側側頭部でも同様に健常群に比較
して、患者群ではいずれも賦活が低下してお
り、患者群内の比較では統合失調症≒双極性
障害＞大うつ病性障害の順に賦活が小さく
なっている。さらに大うつ病性障害群では陰
転化しているのが特徴的であった。 

健常群では発話相と聴取相に一致して変
動する賦活の変化がみられた。変動幅は小さ
いものの、うつ病群でも同様の変化がみられ
た。統合失調症群、双極性障害群ではそうい
った変動は見られなかった。 

このことから、各課題でそれぞれの群に特
徴的な脳賦活反応性を認め、NIRS が精神疾患
における社会的認知障害の脳基盤の検討に
有用であることが示唆された。 
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